この MacBook Pro は、 
あなたのために生まれました。 


ようこそ MacBook Pro へ。 

www.apple.com/jp/macbookpro 
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Thunderbolt 高ま 



酬隔 


どこでもクリック 


ピンチで化大 



イイージを回転 


7 ルチタッチトラックパッド 

これらのジェスチヤを使って Mac を操作できまず。 



上下にスク□—ル 


フルスクリーン 
アブリケーシヨン 
問をスワイフ 


Mission Control 
を表示 


ヘルプセンター 
ta ジ I スチ。 

































OS X Lion 

www . apple . com / jp/macosx 



Mission Control 
Mac で動けしている 
ものを一览ま示でき 
ます。 

ヘルプセンター 
^^ mission control) 



Launchpad 

ずべてのアプリケーシヨン 
に1個巧からすばや <ァ 
クセスできまず。 

ヘルプセンター 



Mail 

メッセージをスレッド 
ごとにを巧でさまず。 
ヘルプセンター 
化ゾ-ル） 



iPhoto 

写真を屋理、編集、 
共有できまず。 
i Photo ヘルプ 
切写真） 


田 

フルスクリーン 
クリック1回でアプリ 
ケーシヨンをフルスク 
リーン表示にできます。 
ヘルプセンター 
切フルスクリニ9 


iMovie 

ホームビデオを大ヒッ 
卜映画のようじ仕上げ 
ることができまず。 
iMovie ヘルプ 
化ム-卜） 



Mac App Store 
Mac 用のアプリケー 
シヨンを探してタウン 
□-ドするのに最適な 
場所です。 

ヘルプセンター 

mac app store ) 


GarageBand 
素放な楽曲を手轻じ 
制巧できまず。 
GarageBand ヘルプ 
化録音 J 
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さあ始めよつ 



pplG.com/jD/macbookpro 


ヘルプセンター じ■ミ^か一 a 




お求めの MacBook pro は、すばやく設置してずぐに使い始めることができるように設計されています。 
MacBook Pro や Mac コンピュータをはじめてお使いになる方は、まずこの章の説明をお読みくださし、。 

重要： お巧めのコンピュータを使い始める前に、設置手順の解説（および67ぺージムソ降の巧全性に関 
ずる情報）をよくお読みください。 

今までに Mac を使ったことがある方は、ずぐに使い始めるだけの知識をすでにお持ちかもしれません。 
第2章 「MacBook Pro のある生活」を一読して 、 MacBook Pro の新機能についての情報を確認して 
ください。 

疑問にがずる回答の多くは、コンピュータ内の「ヘルプセンター」で見つけることができまず。「ヘルプ 
センター」の使いかたについて詳しくは、31ページの「情報を採ず」を参照してください。 Apple のサポー 
hWeb サイ h ( www . apple . com / jp / suppo け/ macbookpro ) で 、 MacBook Pro につし、ての最 
新情報を入手できまず。 Apple では、システムソフトウェアを更新し、新しいパ'-ジョンをリリースずる 
ことがあります。そのたゆ、このマニュアルに示されている画像は、実際の画面に表示されるものとを 
少異なる場合があります。 
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付属品を確認ずる 



MagSafe 電源アダプタ {60 W ) 


電源コード 


MacBook Pro を設定ずる 

お求めの MacBook pro は、すばやく設置してすぐに使い始めることができるように設計されています。 
が降のページでは、夕の作業を含む設定手順について説明します： 

• MagSafe 電源アダプタ (60 W ) を接続する 

• ケーブルを接続してネットワークにアクセスずる 

• MacBook Pro の電源を入れる 

• 「設定アシスタント」を使用してユーザアカウントおよびその他の設定を行う 

• Mac OSX のデスクトップと環境設定を設定ずる 


第1章 さあ始めよラ 


9 






重要： MacBookPro を設定ずる前に、 MagSafe 電源アダプタ (60 W ) を覆っている保護フィルム 
を取り除いてください。 

手順1: MagSafe 電源アダプタ (60 W ) を差し込んで 、 MacBook Pro に電力を供給し、バッテリー 
を充電しまず。 

電源プラグカ電源アダプタにしっかりと接続されていることを確認し、電源プラグの先端を完全に出し 
まず。電源アダプタの電源プラグをコンセントに差し込んでから、 MagSafe コネクタを MagSafe 電源 
ポートに接続しまず。 MagSafe コネクタをポートに近付けると、磁気によってコネクタが引っ張られます。 



電源アダプタを延長するには、電源プラグの代わりに電源コードを使用しまず。まず電源プラグを上に 
引っ張ってアダプタから取り外し、それから付属の電源コードをアダプタに接続し、しっかり取り付けら 
れていることを確認しまず。 

電源アダプタをコンセントまたはコンピュータから抜くときは、コードではな<プラグを持っておいてくだ 
さし、。 
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電源アダプタを MacBook Pro にはじめて接続ずると、 MagSafe コネクタのインジケータランプが点 
なしまず。オレンジ色のランプは、バッテリーが充電中であることを示しまず。緑色のランプは、パッテ 
リーが完全に充電されていることを示します。ランプが点灯しない場合は、コネクタカ巧しく接続され 
ていること、および電源アダプタが差し込まれていることを確認してください。 

手順2 : ワイヤレスネットワークまたはちおネットワークにを続しまず。 

• ワイヤレスネットワークと内蔵の802.11 n Wi - Fi テクノ□ジーを使用する塌合は、ワイヤレスべースス 
テーシヨンの電源が入っていること、およびネットワークのを前力 S 分かっていることを確認してくださ 
し、。 MacBook Pro の電源を入れた後で、「設定アシスタント」の指示に従って接続手順を実行でき 
まず。問題を辭決するためのヒントについては、62ぺージを参照してください。 

• 有線接続を使用ずる場合は、 Ethernet ケーブルの一方の端を MacBook Pro につなぎ、もう一方 
の端をケーブルモデム、 DSL モデム、またはネットワークにつなぎまず。 



第1章 さあ始めよ5 


11 



手順 3: バワー (の） ボタンを押してすぐにがし 、 MacBook Pro の電源を入れます。 

コンピュータカ巧常に動き始めると電子音がしまず。 



MacBook Pro が起動されるまでには少し時間がかかりまず。起動ずると、自動的に「設定アシスタント」 
が開きまず。 

MacBook Pro の電源が入らない場合は、52ぺージの 「MacBook Pro の電源が入らないときや、起動 
しないときは」を参照してください。 
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手順 4: 「設定アシスタント」を巧って MacBookPro の設定を行いまず。 

はじめて MacBook Pro の電源を入れると、「設定アシスタント」が起動しまず。「設をアシスタント」は、 
Wi-Fi ネットワークを指をしたり、ユーザアカウントを設定したり、別の Mac または PC から情報を転 
送したりずるのに巧立ちまず。 Time Machine バックアップやほかのディスクから情報を乾送ずること 
ちでさます。 


別の Mac から移巧ずる場合は、その Mac に Mac OS X バージョン 1 日. 5.3 が降がインストールされて 
いないと、ソフトウェアをアップデートずる必要があることがありまず。 PC から移行ずるには、「移行ア 
シスタント」を www.apple.com/jp/miarate-to-mac からダウン□—ドして、移行元の PC にイン 
ス I ルしまず。 

別のコンピュータのソフトウェアをアップデートする必要がある場合は、 MacBook Pro で「設定アシス 
タント」を起動した後で、終了せずに途中の状態にしたままそのコンピュータに移動し、それから 
MacBook Pro に戻って設定を完了ずることができまず。 

参ち：はじめて MacBook Pro を起動したときに「設定アシスタント」を使って情報を転送しない場合 
は、後で「移行アシスタント」を使って乾送することもできまず。 「 Launchpad 」 の「ユー ティリティ」 
フォルダにある「移行アシスタント」を開きます。「移行アシスタント」の使いかたのヘルプを参照ずる 
には、「ヘルプセンター」を開いて「移行アシスタント」を検索してください。 
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MacBookPro を設定ずるには： 

1 「設をアシスタント」で、「この Mac に情報を転送」画面が表示されるまで、画面に表示される指示に 
従って操作しまず。 

2 基本的な設定を行ラか、移行つまり Time Machine バックアップまたはほかのディスクの情報の乾送 
を伴亏設定を行いまず： 

• 基本的な設定を行うには、「今は転送しない」を選択して「続ける」をクリックしまず。残りの指示 
に従って、ち線ネットワークまたはワイヤレスネットワークを選択し、アカウントを設定して、「設定ア 
シスタント」を終了しまず。 

. 移行を伴う設定を行う口ま、「別の Mac または PC から」を選択して「続ける」をクリックしまず。 
画面に表示される指示に従って、移行元の Mac または PC を選択しまず。 Mac または PC は、同じ 
有線ネットワークまたはワイヤレスネットワーク上にある必要がありまず。画面に表示される指示に 
従って移行しまず。 

• Time Machine バックアップまたはほかのディスクの情報を転送ずるには 、 「Time Machine バック 
アップまたはほかのディスクから」を選択して「続ける」をクリックしまず。移行元のバックアップま 
たはほかのディスクを選択します。画面に表示される指示に従って操作します。 

もう1台のコンピユータを保管または使用ずる予定がない場合は、その Mac について 、 iTunes 
Store から購入した音楽、ビデオ、オーディオブックなどを再生するための認証を解除ずることをお勧 
ゆしまず。コンピユータの認証を解除ずると、購入した曲、ビデオ、または才ーディオブックが化人に再 
生されるのを防ぐことができます。また、別のコンピユータを認証できるようになりまず。認証の解除に 
ついては、 「 iTunes 」 の「ヘルプ」メニューから 「 iTunes ヘルプ」を選択してください。 


14 第1章 さあ始めよ5 


手順 5: Mac OS X のデスクトップをカスタマイズし、環境設をを設定しまず。 

MacBook Pro のほとんどの設定を斤うことができる「システム環境設定」を使うと、デスクトップの外 
観をすばやく好みに合わせることができます。ゾニューパーからアップル （#) イニュ ー> 「システム 
環境設定」と選択ずるか、 「 Dock 」 の「システム環境設定」アイコンをクリックしまず。 



Spotlight 検索アイコン 


「ヘルプ」/. 


木. 


Dock 


「 Finder 」 

アイコン 


「システム環境設定」アイコン 
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重要： 「ユーザとグループ」環境設定では、□グインバスワードを忘れた場合に備えて、パスワードを 
リセットするたゆのオプションを設定できまず。システム環境設定のヘルプを参照ずるには、「ヘルプ 
センター」を開き、「システム環境設を」またはヘルプを参照したい特定の環境設をを検索してください。 


MacBook Pro をスリープが態にずる/システム終了ずる 

MacBookP のでの作業を終了するときは、スリープが態にするか、システム終了ずることができます。 

MacBook Pro をスリープ状態にずる 

MacBookP のを使った作業をしばらく中断ずるときは、スリープ状態にしまず。コンピユータがスリー 
プ状態のときは、ずぐに元の状態に戻せます（起動の過程は省略されまず)。 

MacBook Pro をスリープ状態にずるには、巧のいずれかの操作を行いまず： 

• ディスプレイを閉じまず。 

• y ニユーバーからアップル （#) ゾニユ ー> 「スリープ」と選択しまず。 

• パワー (0) ボタンを巧し、表示されるダイア□グで「スリープ」をクリックしまず。 

• アップル （*) ゾニュ ー> 「システム環境設定」と選択し、「省エネル半一」をクリックして、スリー 
プタイマーをセットしまず。 


ま意： スリープランプが点滅しおゆるまで数秒間待ってから（スリープランプの点滅は、コンピュータ 
がスリープげ態に入り、ハードディスクの回転力 S 停止していることを示しまず)、 MacBookP のを持 
ち運んでください。ディスクが回転しているときに持ち運ぶと、ハードディスクが巧障して、データが 
失われたり、八ードディスクから起動できなくなるおそれがありまず。 


16 第1章 さあ始めよ5 



MacBook Pro のスリープが態を解除ずるには： 

• デイスプしイが閉じているときは、ディスプレイを開けると MacBook P ののスリープが態が辭除さ 
れまず。 


デイスプしイがずでに開いているときは、バワー妙）ボタン、またはキーボード上のイ壬意のキーを 
押しまず。 


MacBook P のがスリープ巧態から復帰したとき、お使いのアプリケーン ヨン、 書類、 コン ピユータの 
設定は、スリープ状態に移行する前とまった<同じでず。 


MacBook Pro をシステム終了ずる 

MacBook P のを2曰が上使わない場合は、システム終了ずることをお勤めしまず。システム終了中 
にスリープランプがわずかに点なしまず。 

MacBook Pro をシステム終了ずるには、巧のいずれかの操作を行いまず： 

• y ニューバーからアップル （#) ゾニュ ー> 「システム終了」と選択します。 

• パワー ( Cl )) ボタンを押し、表示されるダイア□グで「システム終了」をクリックします。 

MacBook P のを長期にわたって保营ずるときは、74ぺージに説明されている手順を参照して、バッテ 
リーの電力が完全に消耗してしまうのを防いでください。 
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MacBook Pro のある生ま 


ムレ J 化! ム ||W ム U , 

ヘルプセンターた■の™•の: • 




MacBook Pro の基本機能 



FaceTime HD - 

カメラ 

カゾラ-インジケータ-ランプ 


7イク□フオン 


ランプ(側面) 


パワーボタン 


ホ外線 ( IR ) 


セキュリティ 


ス□ット□ーデイング方式の 


レシーパー ス □ット 


SuperDrive 
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内蔵 FaceTime HD カメラとカメラ-インジケータ-ランプ 

付属の FaceTime アプリケーションを使用してほかの FaceTime ユーザ （iPhone 4、新しい iPod 
touch 、 または 「 FaceTime 」 がインス!ルされている Mac を使用しているユーザ}にテレビ電話を 
かけたり 、 「Photo Booth 」 を使用して写真を撮影したり、 「 iMovie 」 を使用してビデオを取り込んだ 
りできます 。 FaceTime HD カメラが動作しているときは、インジケータランプが点灯しまず。 

内蔵マイク 

マイク□フォンで音靑を取り込んだり、 「 FaceTime 」 または「に hat 」 を巧用して、インターネットを通 
じて友人とライブで会話したりすることができます。 

内蔵ステレオスピーカー 

音楽、ムービー、ゲーム、およびその他のマルチメディアファイルの音を聴くことができます。 

内蔵バッテリーとバッテリー.インジケータ-ランプ 

電源コンセントに接続していないときは、バッテリーの電力が使用されまず。バッテリーボタンを巧ず t 
バッテリー残量を示すインジケータランプが有効になります。 


h ラックバッド 

トラックパッドのずべての部分でクリックまたはダブルクリックができまず。1本または複数の指でトラック 
パッドに触れてポインタを動かしたり、マルチタッチジェスチャを®用したりします （ 26ぺージを参照)。 

スりープ-インジケータ-ランプ 

MacBook Pro がスリーブ状態のとき脈打つように白く光りまず。 


ホホ綻（旧）レシーバー 

Apple Remote (別売）と IR レシーバーを使って、最大9.1/-トル （30 フイート）離れた場所から、 
MacBook Pro 上の 「 Keynote 」 を制御できます。 


& 


セキュリティスロット 

鍵とケーブル（別売）を取り付けて、お難を防止しまず。 

ス□ットローディング方式 SuperDrive 

この光学式ドライプでは、標準サイズの CD および DVD を読み書きします。 
バワーボタン 

MacBook Pro の電源をオン/オフしたり、スリープ状態にしたりしまず。 
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MacBook Pro のキーボード機能 





.’ フアン クシ ヨン （わ） キー 


Control キ- 


キ- 


全/ディア- ••. 

► 11/ ディアキー イジェクト•キー* 


ネ 輝度 キー 


.•1‘. キーボード照度キー 


4 消音キー が） 音量キー 
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フアンクション （ fn ) キー 

このキーを巧しているときは、ファンクションキ ー(F1 ~ F 12) をカスタマイズして割り当てに操作が有 
効になります。ファンクションキーのカスタマイズち法については、ゾニユーバーから「ヘルプ」> 「へ 
ルプセンター」と選がし、「ファンクションキー」で検索してください。 

を 

輝度キ ー（ F 1、 F 2) 

画面の輝度を上げたり（み）下げたり（-甘-）しまず。 

百 □ 

Mission Control キー ( F 3) 

「Mission Control 」 を開いて、 「 Dashboard 」、 すべての操■(乍スぺース、開いているすべてのウインド 
ウなど 、 MacBook Pro で実行しているものを一質ま示しまず。 

〇〇〇 
□ □□ 

Launch pad キー （ F 4) 

riaunchpadj を開いて 、 MacBook P のにあるずベてのアプリケーンョンを即座に表示しまず。アプリ 
ケーションをクリックすると、そのアプリケーションが開きます。 

< • • 

キーボード照度キ ー( F 5、 F 6) 

キーボード照明の輝度を上げたりし二‘-)下げたり （.二.） しまず。 

► II 

ゾディアキー ( F 7、 F 8、 F 9) 

曲、ムービー、またはスライドショーを巻き戻したり（♦«}、再生または一時停止したり {►!!). 早送り 
したり （►*■) しまず。 

i 

消音キー （ F 10) 

内蔵スピーカーやオーディオ出カポートから出力される音靑を消しまず。 

か)) 

音量キー ( F 11、 F 12) 

内蔵スピーカーと才ーディオ化カポートから化力される音声の音量を上げたり りめ） 下げたり り)） しまず。 

▲ 

メディア-イジエクト-キー 

使用していないディスクを取り出します。デスクトップじあるディスクのアイコンを「ゴミ箱」じドラッグし 
て、ディスクを取り出すことちでさまず。 
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MacBook Pro のポート 
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MaaSafe power port 

付属の MagSafe 電源アダプタ (60 W ) を差し込んで 、 MacBook Pro のバッテリーを充電できまず。 

ぐ•ク 

ギガビット Ethernet ポート 

高速な Ethernet ネットワーク、 DSL モデムやケーブルモデム、またはほかのコンピユータに接続できます。 
Ethernet ポートが Ethernet 装置を自動的に検出ずるので、 Ethernet ク□スケーブルは必要ありません。 

V 

FireWire 800 ポート 

デジタル-ビデオ*カゾラや記憶装置などのホ部装置を接続できまず。 

j Thunderbolt ポート（高まデータ転送、ビデオ、および才ーディオ用} 

Thunderbolt 対応の装置を接続してデータを高速でお送したり 、 Mini DisplayPort を使用ずるホ部ディ 
スプレイを接続したりできます。別売のアダプタを使用して、 DVI 、 HDMI 、 または VGA を使巧ずるディ 
スプレイを接続ずることもできまず。 

USB (Universal Serial Bus) 2.0 ポート 

iPod 、 iPhone 、 iPad 、 マウス、キーボード、プリンタ、ディスクドライ义デジタルカ/ラ、ジョイスティッ 
ク、モデムなどを MacBook Pro じ接続できます。 

SDXC カードス□ット 

MacBook Pro と SD 力ードまたは SDXC 力ードの間で写真、ビデオ、およびデータを簡単に転送でき 

ます。 

〇 

オーディオ出カポート 

ホ部スピーカーやヘッドフォン （ iPhone を含みます)、デジタルオーディオ機器を接続できます。ライン 
レペルのマイクや才ーディオ機器を使用ずる場合は、「システム環境設定」の「サウンド」パネルで「入力」 

を選がすることで、才ーディオ-アナ□グ-ライン入力機能を指定できます。 


参ち：アダプタおよびその他のアクセサリは、オンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) または Apple Retail Store (Apple Store 直営店）で別途販売 
されています。 
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マルチタッチトラックパッドを使用ずる 

ポインタを動かすときや、さまざまな7ルチタッチジェスチヤをラときは、トラックパッドを使います。 
通常のトラックバッドとは異なり 、 MacBook P ののトラックバッドはを体がボタンになっており、トラッ 
クバッドのずべての部分でクリックできます。マルチタッチジェスチヤをち劾にしたり、ジェスチヤのビデ 
オチユートリアルを見たり、その他のトラックバッドオプションを設定したりするには、アップル（穗）メ 
ニユー>「システム環境設定」と選択して、「トラックパッド」をクリックしまず。 

MacBook Pro のトラックバッドの使いかたを政下に示します： 

• 2本指のスク□ール機能を使えば、一香手前のウインドウを上下左ちにずばやくスク□-ルできます。 
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副ボタンのクリックまたは「右クリック J 機能を使えば、シヨートカット y ニユーのコマンドを表示でき 
ます。 

. トラックパッドのどこでも2本指で副ボタンクリックできるように設定ずるには、「トラックバッド」環 
境設定の「ポイントとクリック」パネルで「副ボタンのクリック」を選択します。 



. トラックバッドの左下隅またはち下隅を1本指による副ボタンクリックのゾーンに設をずるには、「卜 
ラックパッド」環境設定の「ポイントとクリック」パネルで「副ボタンのクリック」を選択し、ポップ 
アップゾニューからオプションを選択します。 


副ボタンクリックのソーン 


参ち： Control キーを押したままクリックずることによって、副ボタンのクリックを行うこともできまず。 
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巧のトラックパッドの操作は、特定のアプリケーンヨンで利用できます。これらのジェスチヤを行うときは、 
トラックパッドの表面を指で軽くなぞります。詳しくは、「トラックパッド」環境設定を参照ずるか、「へ 
ルプ」 y ニユーから「ヘルプセンター」を選択し、「トラックパッド」で巧索してください。 

• 2本指のピンチ機能を使えば、 PDFs イイージ、写真などを拡大/縮小できます。 



• 2本指の回転機能を使えば、写真やページなどを回転できます。 
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3 本指のスワイプ（抜き取り）機能は、 Finder とすべてのアプリケーンヨンで利用できます。3本の 
指で左ちにスワイプずると、フルスクリーンアプリケーシヨン間を移動できまず。3本の指で上にスワ 
イプすると 、 「Mission Cont のしが開きます。これらのオプションは、4本の指で機能するように設 
をすることもできます。 



斗本指でピンチ（親指と3本指でピンチ}ずると、 rLaunchpadj が表示されます。同じ指で広げ 
ると、デスクトップに戻りまず。 




参考：ほかの機能をさまざまなジェスチャに割り当てることができまず。使巧可能なすぺてのジェスチャ 
について詳しくは、アップル （#) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択して、「トラックパッド」を 
クリックしまず。チェックボックスをクリックしてジェスチヤのオン/オフを切り替えたり、ポップアップメ 
ニューを使って各ジェスチヤのオプションを確認したりできます。 
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MacBook Pro のバッテリーを使用ずる 

MagSafe 電源アダプタに接続していないときは、内蔵バッテリーから電力が供給されます。使用ずる 
アプリケーションと MacBook Pro に接続されている外部デバイスによって 、 MacBook Pro を使用で 
きる時間の長さが異なりまず。 

飛行機で移動するときなどは、 Wi - Fi や Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーなどの機能をオフにし、 
画面の輝度を下げると、バッテリーの電力を節約するのに役立ちまず。システム環境設定のをくは、バッ 
テリー寿命を最適化するように自動設定されます。 

MacBook P のの左側面に付いている8つのバッテリー-レペル-インジケータ-ランプで、どのくら 
いの電力がバッテリーに残っているかを知ることができまず。ランプの瞬にあるボタンを押したときに点 
なするランプの数が、バッテリーに残っている電力を示しまず。 

重要： ランプが1つだけ点灯している場合、バッテリーの電力が残り少なくなっていまず。ランプがす 
ベて消えている塌合、バッテリーは完全に消耗しており、電源アダプタを接続しない限り MacBook 
Pro は起動しません。電源アダプタを接続してバッテリーを充電してください。バッテリー•インジケータ- 
ランプについて詳しくは、54ぺージを参照してください。 

バッテリー電力の巧量は、ゾニューパーにあるバッテリー(励ステータスアイコンでも確認できます。 
表示されるバッテリーの充電レペルは、現を使用しているアプリケーション、周辺機器、およびシステ 
ム設定での、バッテリーの電力残量を示します。バッテリーの電力をミ良費しないためには、使用してい 
ないアプリケーションを閉じ、使用していない周辺機器を取り外し、「省エネルギー」設定を調整します。 
バッテリーの節約とパフォーマンスに関するヒントについては、 
www . apple . com / jp / batteries / notebooks.html を参照してください。 
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バッテリーを巧電ずる 

バッデ J - は 、 MacBook Pro に付属の電源アダプタカ够続されているときに充電されます（コンピユー 
夕の電源が入っていないときやスリープ状態のときでも充電されます)。 ただし、コンピユータの電源が 
切れているときや、コンピユータがスリープ状態になっているときの方力哺電にかかる時間は短くなり 
ます。 

MacBook Pro のバッテリーを交換するときは、 Apple 正規サービスプ□バイダまたは Apple Retail 
Store (Apple Store 直営店）で行ってください。 

情報を探す 

お使いのコンピユータの「ヘルプセンター」やインターネット上の 

www . apple . com / jp / support / macbookpro で 、 MacBook Pro の使いかたについて詳細な情報 
を入手できます。 


「ヘルプセンター」を表示ずるには： 

1 「 Dock 」 恼面の縁に沿って表示されるアイコンのパー)の 「 Finder 」 アイコンをクリックしまず。 

も 

2 メニューパーの「ヘルプ」 y ニューをクリックして、次のいずれかの操作を行います。 

a 「検索」フィールドに質問または単語を入力し、結果のリストからトピックを選択するか、「ずべての 
結果を表示」を選択してずべてのトピックを表示しまず。 
b 「 ヘルプセンター」を選択して「ヘルプセンター」ウインドウを開き、トピックをブラウズまたは検索 
しまず。 
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詳しい情報 

MacBookPro の使用ちまについて詳しくは、お下の情報を参照してください： 


1巧りたいこと 

を照巧 1 

メモリを取り付ける 

35ぺージの第3章 rMacBook Pro を拡張ずる」 

MacBook Pro に問題があると剖こ、 
その問題を解みずる 

49ページの第4章「問題とその招ミま方法」 

MacBook Pro のサービスとサポー 

卜を探ず 

64ぺージの「サービスとサポートについて」または、 Apple のサポートサイト 
(www.apple.com/jp/support/macbookpro) を参照してください。 

Mac OS Xを使用ずる 

Mac 0S X の Web サイト （www.apple.com/jp/macosx)。 または'「へ 
ルプセンター」で 「MacOSX」 をお索してください。 

PC から Mac に移巧ずる 

「Mac が好きになる理由」 （www.apple.com/jp/getamac/whymac)。 

iLife アプリケーシヨンを使用する 

iLife の Web サイト (www.apple.com/jp/i 陥)。または、 iLife アプリケー 
シヨンを起動し、そのアプリケーシヨンのヘルプを開いてから、検索フィール 
ドに質問を入力して < ださい。 

システム環境設をを変更ずる 

アップル （《) メニユ ー> 「システム環境設を」と選巧して、「システム環 
境設定」を開いてください。または、「ヘルプセンター」で「システム環境 
設定」を検索してください。 

トラック/'?ッドを使巧する 

「システム環境設を」で「トラックパッド」をクリックしまず。 

キーボードを使用ずる 

「ヘルプセンター」で「キーボード」を巧索してください。 

FaceTime HD カメラを使用ずる 

「ヘルプセンター」で「カメラ」を検索してください。 

Wi-Fi テクノ□ジーを使巧ずる 

「ヘルプセンター」で rWi-Fij を検索してください。 
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巧りたいこと 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー Bluetooth サポートのぺージ 

を使用する （ www . apple . com / jp / suppo け/ bluetooth )。 または、 「 Launchpad 」 

の「ユーティリティ」フオルダじある 「 Bluetooth ファイルタ換」アプリケー 
シヨンを起動し、「ヘルプ」> 「 Bluetooth ヘルプ」と還択してください。 


バッテリーを圾う 

「ヘルプセンター」でい《ッテリー」を検索してください。 

プリンタを接続する 

「ヘルプセンター」で「プリント」を検索してください。 

FireWire 接続または USB 接続 

「ヘルプセンター」で 「 FireWire 」 または 「 USB 」 を検索してください。 

インターネットに接続ずる 

「ヘルプセンター」で「インターネット」を巧索してください。 

Thunderbolt ポートを使用する 

「ヘルプセンター」で H ' hunderboltj を検索してください。 

か部ディスプレイを接続する 

「ヘルプセンター」で「ディスプレイポート」を検索してください。 

CD まには DVD を作成する 

「ヘルプセンター」で「ディスクを作成」を検索してください。 

仕様 

仕巧のぺージ （ www . apple . com / jp / support / datasheet )。 または、メ 
ニユーパ‘一からアップル（かメニユ ー> にの Mac について」と選択し、广詳 
しい惜報」をクリックして、「システム惜報」を開いてください。 

Apple のニュース 

Apole の Web サイト （ www . apple . com / jp )。 

ソフトウェアのダウン□-ド 

Mac App Store (Mac OS X v 10.6.6 ii ^降で利用できます)。 

Apple 製品の取り扱い、技術サポー 
卜、およびマニュアル 

Apple のサポート Web サイト （ www . apple . com / jp / support )。 
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MacBook Pro を拡張ずる 


www.apple.com/japanstorG 


ヘルプセンター b ■:れ1。論 




この章では、 MacBook Pro のハード■ディスク•ドライブをアップグレードずる塌合、およびゾモリを 
増設ずる塌合の情報や手順について説明しまず。 


警告： Apple では、交換用ドライブとゾモリの取り付けを、 Apple 正規サービスプ□バイダにご依 
頼になることをお勧めしまず。 Apple の連絡先などは、イ寸属のサービスとサポートに関する資料に記 
載されていまず。交換用ドライブまたはメモリの取り付けをご自分で行われる場合、装置が故障する 
盾:険性がありまず。ご自分で行った作業が原因で発生した故障にがして、製品保証は適用されません。 


お使いの MacBook Pro のバッテリーは、ユーザには交換できません。バッテリーの交換が必要と思 
われる場合は、 Apple Retail Store (Apple Store 直営阁または Apple 正規サービスプ□バイダ 
に問い合わせてください。 
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ハードディスクドライブを交換ずる 

MacBook Pro の八ード•ディスク-ドライブはアップグレードできまず。ハードディスクドライブは、 
MacBook Pro の背面を開けると内蔵バッテリーの横にあります。交換用ドライブは、シリアル ATA 
( SATA ) コネクタ付き 2.5 インチドライブである必要があります。 

重要： Apple では、ハードディスクドライブを取り外して交換する前に、ハードディスクドライブ上のデー 
夕をバックアップしておくことをお勧めします。しけ、なるデータの消失につきましても、 Apple は一切の 
責任を負いません。 


MacBook Pro の八ードディスクドライブを交換ずるには： 

1 MacBook Pro をシステム終了しまず。コンピユータの損傷を防ぐために 、 MacBook Pro に接続され 
ている電源アダプタ、 Ethernet ケーブル、 USB ケーブル、セキュリティ□ック、およびその他のケー 
ブルを取り外しまず。 


警告 ： MacBook P の内部の部品力く熱くなっていることがあります。直前まで MacBook P のを使っ 
ていた場合、電源を切ってから10分ほど放置し、内部の部品がをえてから作業を始めてください。 


2 MacBook Pro を裏返して、底面カバーを固定している10個のねじを取り外しまず。短い方のねじは、 
図に示した角度で取りみしまず。カバーを持ち上げて横に置きまず。 
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重要： ねじの長さには違いがあるため、ねじの長さと位置をゾモして、ねじを元の位置に正しく戻せる 
ようにしてください。ねじは保管しておきまず。 



重要： 底面カバーを取りかすと、取り扱いにま意を要ずる内部の部品が露出します。これらの部品は 
静電気による影響を受ける可能性がありまず。 
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3 ハードディスクに触れる師 こ、コン ピュータ内部の金属部分に触れて、化から静電気を除去しまず。 
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4 ドライブの上部にあるブラケットを探しまず。プラスドライバーを使って、ブラケットを巧をの位置に固 
定している2本のねじを緩めまず。ブラケットはイ呆管しておきます。 

5 プルタブを使って、ドライブの片側を慎重に持ち上げまず。 
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6 ドライブの両側を持ち、ドライブの左側にあるコネクタを慎重に引いて取り外します。ドライブを指で押 
したり、ドライブの下側にある電気回路に触れたりしないでください。 



コネクタは、ケーブルに接続されており、ハード-ディスク-ドライブ-ベイに巧りまず。 

重要： ハードディスクドライブの側面には4個の取りかけねじがありまず。交換用ドライブに取り付け 
ねじが付属していない塌合は、古いドライブからねじを取り外し、それらのねじを使って交換用ドライブ 
を取り付けまず。 
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8 交換用ドライブを斜めに挿入し、取り付けねじが正しく収まるようにしまず。 



9 ブラケットを再度取り付けて、ねじを締めまず。 
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10 底面カバーを再度取りがけます。手順2で取り外した10個のねじを正しい位置に再度取り付けて締め 
ます。短い方のねじは、図に示した角度で挿入するようにしてください。 



MacOSX およびバンドルアプリケーンヨンのインストールについて詳しくは、54ページの 「Mac 0 S X 
ソフトウ X アを修復する/復元ずる/再インストールずる」を参照してください。 
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乂モリを増設ずる 

お使いのコンピュータには、イモリス□ットが2つかいていまず。底面のケースを取りホずと、ゾモリス□ッ 
卜にアクセスできます。お使いの MacBook Pro には、最小で 1333 MHz の 4 GB (ギガバイト）の 
DDR3 (Double Data Rate) SDRAM (Synchronous Dynamic Random Access Memory) 
モジュールが搭載されていまず。各 y モリス□ットには、が下の仕様に適合ずる SDRAM モジュールを 
搭載ずることができます： 

• DDR3 {Double Data Rate Small Outline Dual Inline Memory Module) 方式 

• 30 mm (1.18 インチ） 

• 204 ピン 

• 2 GB または 4 GB 

• PC3-10600S DDR3 1333 MHz タイプの RAM 

4 GB のメモリモジュールを 2 枚追加して、最大で 8 GB のメモリ容量にできまず。最適なパフ ォ ー 7 ン 
スを得るには、両方のメモリス□ットにゾモリモジュールを取りがけ、それぞれのゾモリモジュールは同 
じ容量にします。 

MacBook Pro にメモリを取り付けるには： 

1 37 ページから始まる手順 1 〜 2 に従って、底面カバーを取り外しまず。 

重要： 底面カバーを取り外すと、取り扱いに注意を要ずる内部の部品が露出します。これらの部品は 
静電気による影響を受ける可能性がありまず。 

2 メモリに魄れる前に、コンピュータ内部の金属部分に細れて、ホから静電気を除去しまず。 
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3 メモリモジュールの側面にあるレバーを外側に押して、モジュールを y モリ-力ード-ス□ットから外し 
まず。 

メモリが斜めに飛び出してきまず。ゾモリを取りかず前に、半円形の切り欠きが見えることを確認してく 
ださい。見えない塌合は、もう一度レバーをみ側に押してみてください。 
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4 メモリモジュールの切り欠きを持って、ス□ットから取り外します。 

5 もう一方のイモリモジュールを取り外しまず。 

重要： ゾモリモジュールは両端を持つようにし、金色のコネクタには触れないようにしてください。 

6 新しいイモリモジュールを、次のようにス□ットに挿入します： 

a モジュールの金色の端にある切り欠きと、下のイモリス□ットの切り欠きの位置を合わせまず。 
b 力ードを傾けて、 y モリをス□ットに差し込みます。 

C 2本の指を使って、イモリモジュールをしっかりと押し込みます。ゾモリを正しく押し化むと、カチッと 
し、う音がしまず。 

d 追加のゾモリモジュールも同様に上のス□ットに取りがけまず。モジュールを押し込んで、高さが同じ 
になるよ5にしてください。 
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切り欠ぎ 


7 43ぺージの手順10に従って底面カパーを再度取り付けてください。 
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MacBook Pro が新ししがモリを認識ずるかどうかを確認ずる 

MacBook Pro にメモリを増設した後に、新しく取り付けた乂モリをコンピュータカ囉識ずるかどうかを 
確認しまず。 

コンピュータのメモリを巧認ずるには： 

1 MacBook Pro を起動しまず。 

2 Mac OSX のデスクトップが表示されたら、乂ニューパーからアップル （#) イニューを選択し、「この 
Mac について」を選がしまず。 

コンピュータに取り付けられている乂モリの内訳について詳しくは、「詳しい情報」をクリックして「シス 
テム情報」を開き、「ゾモリ」をクリックして確認してください。 

MacBook Pro がゾモリを認識しない塌合、または正しく起動しない塌合は、取り付けたメモリが 
MacBook Pro と互換性があること、および正しく取り付けられていることを確認してください。 
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問題とその解決方法 





MacBookP ので 作業をしているときに問題が起きることがあります。問題が起きたときは、この章を 
参照して、試してみることができる問題解決のヒントがあるかどうかを確認してください。問題へのが 
化方法についてさらに詳しく知りたいときは、「ヘルプセンター」および MacBookPro のサポート 
Web サイト （ www . apple . com / jp / support / macbookpro ) も参照してください。 

MacBook Pro で作業をしているときに問題が発生した塌合は、通常、簡単でずぐに実行できる辭決 
方法が存在しまず。その問題が起きた状況に注目してください。問題が起きる前にしていたことを書き 
留めておけば、原因を特定し、必要な答えを見つけるときに役に立ちまず。が下のようなことを書き留 
ゆてください： 

• 問題力婚きたときに使用していたアプリケーンョン。特定のアプリケーンョンにだけ問題が起きる墙 
合は、そのアプリケーションがコンピユータにインストールされているパージョンの Mac 0 SX と互換 
性がない可能性がありまず。 

• インストールしたばかりの新しいソフトウェア。特に、「システムフォルダ」に項目を追加したソフト 
ウェア。 

• 新しく取り付けたハードウェア（たとえば、増設した y モリや周辺機器など}。 

予防策 

コン ピユータやソフトウェアに問題が発生しても 、 Time Machine バックアップを最新の状態にしておく 
と、データを失わずにずみまず。定期的に Time Machine バックアップをイ乍成していると、ソフトウェ 
アとずべてのデータをバックアップ時の状態に正確に復元できまず 。 「Time Machine 」 で情報をイ呆護 
しておくと、重大な問題が起きてもそれほどん配せずにすみまず。 
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MacBook Pro の使用を巧げるトラブル 

MacBook Pro が反応しないときやポインタが動かないときは 

まれに、アプリケーションが画面上で「操作不能」になることがありまず。 MacOSX には、操作不能 
になったアプリケーションを、コンピュータを再起動せずに終了させる方法が用意されています。 

アプリケーションを強制終了ずるには： 

1 Command 煤）+ Option + Esc キーを押ずか、メニューパーからアップル （ it } ニュー>「強 
制終了」と選択しまず。「アプリケーションの強制終了」ダイア□グが表示され、問題のアプリケーション 
力囉択されまず。 

2 「強制終了」をクリックします。 

問題のアプリケーションが終了します。ほかのアプリケーションはすべて開いたままになりまず。 

また必要に応じて、このダイア□グから 「 Finder 」 を再起動ずることもできまず。 

次に、問題を完全に解消するためにコンピュータを再起動しまず。 

問題が頻繁に発生ずる榻合は、画面の上部にある y ニューバーから「ヘルプ」>「ヘルプセンター」 

と選択してください。コンピュータが操作不能になるか、反応しないときのヘルプ情報を見るには、「操 
作不能」という言葉で検索しまず。 

特定のアプリケーションを使用したときだけ問題が起きる塌合は、そのアプリケーションの製造元に連 
絡して、お使いのコンピュータと互換性があるかどうかを確認してください。お使いの MacBook Pro 
に付属のソフトウェアについてのサポートおよび連絡先情報は、 www . apple . com / jp/downloads 
を参照してください。 

そのアプリケーションに互換性があることが分力、っている塌合には、コンピュータのシステムソフトウェ 
アの再インストールが必要になることがあります。54ぺージの 「 MacOSX ソフトウェアを修復する/復 
元する/巧インストールする」を参照してください。 
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起動やに MacBookPro の画面が動かな < なったり、？マークが点滅ずるとき、または（スリープ中で 

はないのに）画面が暗<てスリープ-インジケータ-ランプの点灯が明るくなるときは 

?マークが点滅するときは通常、コンピュータの内蔵ハードディスクやその他のディスク上にシステムソ 

フトウェアが見つからなかったことを示しまず。 

• 数秒間待ちます。コンピュータがずぐに起動しない塌合は、パワ ー( CL )) ボタンを約8〜10秒間押 
したままにして、システム終了しまず。外付けの周辺機器をすべて取り外し、 Option キーを押した 
ままバワー(〇)ボタンを押して巧起動してみまず。コンピュータが起動したら、ハードディスクのア 
イコンをクリックしてから、ち向きの矢印をクリックします。コンピュータカ S 起動してから、「システム 
環境設定」を開いて「起動ディスク」をクリックします。□-カルの MacOSX の「システム」フォ 
ルダを選びまず。 

• 問題力領繁に発生する塌合は、コンピュータのシステムソフトウェアの再インストールが必要になるこ 
とがあります。54ページの 「Mac OS X ソフトウェアを倦復する/復元ずる/再インストールずる」を 
参照してください。 

MacBook Pro の電源が入らないときや、起動しないときは 

コンピュータの電源が入るまで、政下の方法を順に試してください： 

• 電源アダプタがコンピュータに接続され、正常に磯能している電源コンセントに接続されていること 
を確かめます。必ず、お使いの MacBook Pro に付属の MagSafe 電源アダプタ (60 W ) を使用し 
てください。電源アダプタから電力が供給されず、電源コードを接続しても MagSafe コネクタの 
ランプが点灯しない塌合は、電源コードを電源コンセントから抜き、もう一度差し込んでみるか、別の 
電源コンセントに差し込んでみてください。 

• バッテリーの充電が必要かどうかを確認します。コンピュータの左側にある小さなボタンを押してくだ 
さい。バッテリーの充電レベルに応じて1個から8個のランプが光るはずでず。点:！: T ずるインジケー 
タランプが 1 つだけの塌合は、 電源アダプタを接続して巧充電してください。バッテリー■インジケー 
夕- ランプについて詳しくは、54ぺージを参照してください。 
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• それでも問題が解ホしないときは、開いている書類をずべて閉じて、すべてのアプリケーシヨンを終 
了しまず。 Shift キー、 Option (alt ) キー、 Control キー、およびバワ ー (む）ボタンを同時に5 
秒换上巧したままにして（コンピュータが再起動します)、コンピュータを工場出荷時の設定に戻しま 
す（ファイルはそのまま保持されまず}。 

• 最近、 y モリを増設した場合は、適切に取りがけられていることと、お使いのコンピュータと互換性 
があることを確認しまず。交換前のメモリを取り外して再度取りがけ、コンピュータが起動ずるかどう 
かを確認してください （44 ページを参照)。 

• パワー （ cl；) ボタンを押して、ずぐに Command 供）キ ー 、 Option キー、 P キ ー 、 R キーを同 
時に押します。起動音が2回鳴ってバラ y- 夕 RAM (PRAM) がリセットされるまで押し続けてくだ 
さい。 

• が上の方法でも MacBook Pro を起動できないときは、64ページの「サービスとサポートについて」 
を参照して、修理について Apple に問い合わせてください。 

画面が突が暗<なったときや、 MacBook Pro が操作不能になったときは 

MacBook Pro を再起動してみまず。 

1 電源アダプタを除いて、 MacBook Pro に接続されている装置をずべて取り化します。 

2 パワー ( Ci)) ボタンを押して、システムを再起動します。 

3 外部装置を接続したり、巧業を再開ずる前に、バッテリーの電力が10バーセントが上になるまでち電 

してください。 

バッテリーの充電量は、ゾニューバーのバッテリー(風ステータスアイコンをクリックずるか、また 

は MacBook Pro の左側面に付いているバッテリー-インジケータ-ランプをチェックしてください。 

省エネルギー磯能をバッテリー用に設定している塌合、画面が暗くなることがありまず。 
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才ーディオポートに接続された才ーディオ装置が動作しない場合 

才ーディオ装置を取り外しまず。アップル （<} ゾニュ ー> 「システム環境設を」と選おしてから、「サ 
ウンド」環境設定を開きまず。「入力」バネルで、サウンド入力とサウンド出力のどちらにポートを使用 
するかを指定しまず。オーディオ装置を再度接続しまず。 

参ち ： MacBook Pro で Windows を実行している場合、ポートは才ーディオ出力にのみ使用できまず。 

バッテリーボタンを巧したときに、ずべてのバッテリー-インジケータ-ランプがすばや< 5回点滅ずる 
ときは 

バッテリーの交換力く必要です 。 Apple Retail Store (Apple Store 直営風または Apple 正規サー 
ビスプ □バイダに問い合わせてください。 

バッテリーボタンを押したときに、パッテリー- インジな一巧- ランプが左からち、ちから左へと続けて 
5回点滅ずるときは 

バッテリーカく認識されていません 。 Apple Retail Store {Apple Store 直営風または Apple 正規サー 
ビスプ □バイダに問い合わせてください。 

Mac OSX ソフトウェアを修復ずる/復元ずる/再インストールずる 

Mac のソフトウェアまたはハードウェアに問題が発生しても 、 Mac OSX には修復や復元用の ユー ティ 
リティが用意されており、問題を解ミ夫したり、ソフトウェアを元のエ塌出荷時の設定に復元したりできま 
す。コンピュータが正しく起動しなくても、これらの ユー ティリティには 「Mac OSX ユー ティリティ」 
アプリケーションからアクセスできまず。 
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Time Machine バックアッフから復巧 
g 巧するシステムのバックアッフ：6<必■になります. 

Mac OS X を再インストール 

Uon モ断し<»定/インストールします. 

ヘルフ««をオンラインで巧得 

Apple ブポート W«b サイトで、ち«いの Mac に闺するヘルフ爾11モ A 索で《ます • 
ディスクユーティりティ 

ディスクユーティリティを巧3てディスクを修《または巧去します， 


Mac OS X ユーティリティ 


〇 .一.,—. 


「Mac OSX ユーティリティ」アプリケーシヨンを使うと、が下のことができまず： 

• Time Machine バックアップからソフトウェアやデータを復元する。 

• Mac OS X と Apple のアプリケーシヨンを再インストールする。 

• コンピュータのディスクを消去し 、 Mac OSX と Apple のアプリケーシヨンを巧インス!ルして、 
コンピュータを工場出荷時の設定に復元する。 

• 「ディスクユーティリティ」を使ってコンピュータのディスクを■(度 i 复ずる。 

コンピュータで問題が検出されると 、 「Mac 0 S X ユーティリティ」アプリケーシヨンが自動的に開きます。 
コンピュータを再起動して、手動で開くこともできます。 
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「Mac OS X ユーティリティ」アプリケーシヨンを開 < には： 

■ 〔 ommand キ ー( 撕と R キーを押したままコンピュータを再起動します 。 「Mac 0 S X ユーティリティ」 
パネルが表示されます。 

「Mac OSX ユーティリティ」アプリケーシヨンの一部のユーティリティには、インターネットおよび 
Mac App Store へのアクセスが必要でず。コンピュータが Ethernet または Wi - Fi ネットワークを使 
巧してインターネットに接続されていることを確認する必要があることがありまず。 

Wi - Fi ネットワークを使用して接続ずるには： 

1 画面のち上隅にある Wi - Fi ステータス y ニューからネットワークを選択します。 

2 必要に応じて、ネットワークのパスワードを入力します。 

非公開ネットワークに接続ずるには、「ほかのネットワークに接続」を選択しまず。ネットワークの名前 
と/くスワードを入力します。 

「ディスクユーティリティ」を使ってディスクを修復ずる 

コンピュータに問題が発生ずる塌合、またはコンピュータを起動ずると 「Mac OSX ユーティリティ」ア 
プリケーンヨンが表示される塌合は、コンピュータのディスクの修復が必要になることがありまず。 

1 「Mac OSX ユーティリティ」パネルで「ディスクユーティリティ」を選択して、「続ける」をクリックし 
ます。 

2 左のリストからディスクまたはバーティシヨンを選択してから 、 「First Aid 」 タブをクリックしまず。 

3 「ディスクを倦復」をクリックしまず。 


「ディスクユーティリティ」でディスクを倦復できない場合は、できるだけ多くの情報のバックアップを作 
成してから、54ぺージの 「Mac OS X ソフトウェアを倦復ずる/復元する/再インストールずる」の手順 
に従って操作します。 
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「ディスクユーティリティ」とそのオプションについては、「ヘルプセンター」を参照ずるか、「ディスクユー 
ティリティ」 （「 Lauchpad 」 の「ユーティリティ」フォルダにありまず）を開いて、「ヘルプ」>「ディ 
スクユーティリティヘルプ」と選択しまず。 

Time Machine バックアップを使って情報を復元ずる 

前に Time Machine バックアップを作成した塌合は、「復元」ユーティリティを使って、コンピユー 
夕上のずべてのものを前の状態に復元できまず。 

Time Machine バックアップを使って情報を復元できるのは、バックアップの元になったコンピユータに 
対してだけです。新ししロンピユータに情報を転送したい塌合は、「移行アシスタント」 （「 Launchpad 」 
の「ユーティリティ」フォルダにありまず）を使います。 

1 バックアップが Time Capsule 上にある塌合は、 Ethernet または Wi - Fi ネットワークに接続されてい 
ることを確認しまず。 （ Wi - Fi ネットワークに接続するには、56ぺージの手順に従って操作しまず。） 

2 「Mac OSX ユーティリティ」パネルで 、 「Time Machine バックアップから復元」を選択して「続ける」 
をクリックしまず。 

3 Time Machine バックアップが含まれているディスクを選択してから、画面に表示される指示に従って 
操作しまず。 

Mac OS X と Apple のアプリケーションを再インストールずる 

状況によっては 、 Mac OS X と Apple のアプリケーションの巧インストールが必要になることがありま 
ず。個人ファイルとユーザ設をを残して巧インストールすることができまず。 


1 MacBook Pro が Ethernet または Wi - Fi ネットワークを使巧してインターネットに接続されていること 
を確認してください。 （ Wi - Fi ネットワークに接続ずるには、56ぺージの手順に従って操作しまず。） 

2 「Mac OSX ユーティリティ」バネルで 、 「Mac OSX を再インストール」を選択して「続ける」をクリッ 
クします。 


3 ディスクを選おずるように求められるパネルで、現なの Mac OSX ディスクを選択しまず（ほとんどの 
塌合、それが使用可能な唯一のディスクです)。 
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4 オプションのソフトウェアを選択または選択解除ずるには、「カスタマイズ」をクリックします。 

5 「インストール」をクリックしまず。 

ディスクを消去しないで Mac OSX をインストールすることもできまず。その場合、既存のファイルや 
設定が維持されます。ディスクを最初に消'去する場合には、すぺてのデータが沿'去されて Mac 0 S X 
や Apple のアプリケーションを再インストールできる状態になりまず。 

Mac 0 S X をインストールした後で 、 Mac App Store にアクセスして、 Apple のアプリケーションを 
再ダウン□ー ドできます。 

重要： Apple では、ソフトウェアを復元ずる前に、ディスク上のデータをバックアップしておくことをお 
勧めしまず。いかなるデータの消失につきましても、 Apple は一切の責任を負いません。 

コンピュータを工場出荷時の設定に復元ずる 

コンピュータを工場出荷時の設定に復元すると、コンピュータ上のずべてのもの（ユーザアカウント、ネッ 
トワーク設定、およびずベてのファイルとフォルダ）が削除されまず。復元を行う前に、保存したいす 
ベてのファイルを別のディスクにコピーしてバックアップをイ乍成してください。「ネットワーク」環境設定 
のネットワーク設定を書き留めて 、 Mac OS X を再インストールした後でもう一度簡単に接続できるよ 
弓にします。 

1 Ethernet または Wi - Fi ネットワークを使用してインターネットに接続されていることを確認してくださし、。 

( Wi - Fi ネットワークに接続ずるには、56ぺージの手順に従って操作します。） 

2 「Mac OSX ユーティリティ」パネルで、「ディスクユーティリティ」を選択して「続ける」をクリックし 
ます。 

3 左のリストからディスクを選択してから、「消'去」タブをクリックします。 

4 「フォーマット」ポップアップ y ニューから 「 MacOS 拡張（ジャーナリング}」を選がし、ディスクの名 
前を入力してから、「消去」をクリックします。 

5 ディスクが消去されてから、「ディスクユーティリティ」>「ディスクユーティリティを終了」と選択します。 
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6 「Mac OS X ユーティリテイ」バネルで 、 「Mac OS X を再インストール」を選択して「続ける」をクリッ 
クしまず。 


7 Mac OSX とアプリケーシヨンを再インストールずるには 、 「Mac OSX インストーラ」の手順に従って 
操作しまず。 

Mac OS X と Apple のアプリケーシヨンを復元した後で 、 Time Machine バックアップからほかのデー 
夕やアプリケーションを選択して復元できます。 


「Apple Hardware Test 」 を使用ずる 

MacBook Pro のハードウエアに問題があると思われる塌合は 、 「Apple Hardware Testj アプリケー 
シヨンを使用して、メモリやプ□セツサなど、コンピュータのコンポーネントに問題がないかを検証する 
ことができまず。 


Apple Hardware Test を使用ずるには： 

1 電源アダプタ换みのすベての外部装置をコンピュータから取りかします。 Ethernet ケーカレが接続さ 
れている場合は、そのケーブルを取り外しまず。 

2 MacBook P のを再起動し、起動時に D キーを押したままにします。 

3 「Apple Hardware Test 」 の言語を選択ずる画面力读示されたら、適切な言語を選択します。 

4 Return キーを押すか、右矢印キーをクリックしまず。 

5 「Apple Hardware Test 」 のゾイン画面力读示されたら（約45巧後)、画面に表示される指示に従っ 
て操作しまず。 

6 「Apple Hardware Test 」 によって問題がお出された塌合は、エラーコードが表示されまず。サポー 
卜を要請する前に、エラーコードをゾモしてください 。 「Apple Hardware Test 」 によって八ードウ エア 
の障害が検出されない場合、問題はソフトウエアに関係している可能性があります。 
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インターネット接続の問題 

MacBookP のの 「ネットワーク設定アシスタント」アプリケーシヨンを利用すると、画面に表示される 
手順に従いながらインターネット接続を簡単に設定できまず。「システム環境設定」を開き、「ネットワー 
ク」 をクリックしまず。「アシスタント」ボタンをクリックして、「ネットワーク設定アシスタント」を開き 
ます。 


インターネット接続に問題があるときは、このセクション巧に記載されている、お使いの接続タイプ用 
の手順を試してみるか、「ネットワーク診断」を使用ずることができます。 

「ネットワーク診断」を使用ずるには： 

1 アップル （•！） イニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックしてから、「アシスタント」をクリックしまず。 

3 「診断」をクリックして、「ネットワーク診断」を開きまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作します。 

ネットワーク診断で問題を解まできない塌合は、接続しようとしている ISP (インターネット-サービス- 
プ□バイダ}、に P に接続するために使用している外部デバイス、またはアクセスを試みているサーバ 
に問題がある可能性がありまず。が下の手順を試してみてください。 

ケーブ J レモデム、 DSL モデム、 LAN でのインターネット接続 

モデムの電源コード、モデムとコンピュータの接続コード、モデムとモジュラージャックの接続コードな 
どのすぺてのモデムケーブルがしっかり差し込まれていることを確認しまず。また、 Etherne いけ’やルー 
ターへのケーブルと電源も確認します。 

DSL モデムまたはケーブルモデムの電源を数分間切ってから、電源を再投入しまず。 ISP の中には、 
モデムの電源コードをおくことを動めるところもあります。モデムにリセットボタンがついている塌合は、 
し、つたん電源を切って再投入ずる前か後でリセットボタンを押すことができまず。 
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重要： モデムに関連した手順は、 LAN をお使いの塌合には適用できません。 LAN ユーザは、 DSL モ 
デムやケーブルモデムのユーザが使用しないハブ、スイッチ、ルーター、接続ポッドなどを使用する場 
合があります。 LAN をお使いの場合は ISP ではなく、ネットワーク营理者に問い合わせる必要があり 
ます。 


PPPoE を 続 

PPPoE (Point to Point Protocol over Ethernet ) を使ってインターネット-サービス-プ□バイダ 
に接続できない塌合は、「ネットワーク」環境設定に正しい情報が設定されているか確認してくださし、。 

「ネットワーク」環境設定の設定を巧認ずるには： 

1 アップル （#) ゾニユ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックしまず。 

3 ネットワーク接続サービスのリストの下部にある「追加」 （+) をクリックし、「インターフェイス」ポッ 
プアップイニユーから 「 PPPoE 」 を選びまず。 

4 「 Ethernet 」 ポップアップイニユーから PPPoE サービスのインターフェイスを選びまず。有線ネットワー 
クに接続している塌合は 「 Ethernet 」 を選びます。ワイヤレスネットワークに接続している塌合は 「 Wi - 
Fij を選びます。 

5 「作成」をクリックしまず。 

6 アカウント名、パスワード、 PPPoE サービス名けービスプ□バイダから指をされた場合）など、サー 
ビスプ □バイダから受け取った情報を入力しまず。 

7 「適用」をクリックして、設をを有効にします。 
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ネットワーク招院 

Ethernet ケーブルが MacBook Pro およびネットワークに接続されていることを確認しまず。 
Ethernet /\ブやルーターへのケーブルと電源を確認しまず。 

2台が上のコンピュータでインターネット接続を共ちする塌合は、ネットワークが正しく設定されている 
ことを確認してください。 ISP が1つの IP アドレスのみを提がしているか、各コンピュータに1つずつ 
複数の IP アドレスを提供しているかを、知っておく必要がありまず。 


提がされている IP アドレスが1つだけの塌合は、接続を共有できるルーター、ずなわちネットワークア 
ドレス変換 ( NAT ) または 「 IP マスカレーディング」が可能なルーターを巧意ずる必要がありまず。設 
定情報については、ルーターに付属のマニュアルを確認ずるか、ネットワークの設定担当者に確認して 
ください。 AirMac ぺースステーシヨンを使って、1つの IP アドレスを複数のコンピュータで共ちするこ 
とができまず。 AirMac ぺースステーシヨンの使用方法について詳しくは、「ヘルプセンター」で確認す 
るか、 AirMac サポートの Web サイト （ www . apple . com / jp / suppo け/ airmac ) を参照してくださ 

し、。 

上記の手順で問題が辭決しない場合は、 ISP またはネットワーク管理者に問い合わせてください。 

Wi - Fi 通信の問題 

Wi - Fi 通信に問題があるときは： 

• 接続しようとしているコンピュータまたはネットワークが稼動していて、ワイヤレス■アクセス•ポイン 
卜を持っていることを確認します。 

• ベースステーシヨンやアクセスポイントに付属の説明に従って、ソフトウェアを正しく設定したことを 
確認しまず。 
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• MacBook Pro が他ホのコンピュータやネットワークのアクセスポイントのアンテナのち効範囲内にあ 
ることを確認してください。電気製品や金属の建造物が近<にあると、ワイヤレス通信が巧げられ、 
通信範囲が狭くなる可能性がありまず。コンピュータの場所を変えたり、向きを変えたりずると受信 
劾率が上がることがありまず。 

• y ニューバーの Wi-Fi (夕）状況アイコンを確認します。信号の強度を示すために、最大4本のラ 
インが表示されます。ラインが表示されない場合は、コンピュータの場所を変えてみてください。 

• 「ヘルプ」>「ヘルプセンター」と選択し、 「 wi - fi 」 で検索してオンラインのヘルプを参照してくださし、。 
また、ワイヤレス装置に付属の説明書も参照してください。 

ソフトウてアを最新のが態になつ 

インターネットに接続し、無料の最新ソフトウェアバージヨン、ドライバ、およびその他の強化機能を 
Apple から自動的にダウン□-ドしてインストールできます。 

インターネットに接続されている塌合、「ソフトウェア•アップデート」が、お使いのコンピュータで利用 
できるアップデートがあるかどうかを確認しまず。お使いの MacBook Pro がを期的にアップデートを 
確認ずるように設定して、アップデートされたソフトウェアがある場合はダウン□-ドしてインストールで 
さまず。 


アップ デー トされたソフトウ X アを巧認ずるには： 

1 アップル （#) ゾニユ ー> 「システム環境設定」と選択しまず。 

2 「ソフトウ王ア■アップデート」アイコンをクリックし、画面に表示される指示に従います。 

• 詳しくは、「ヘルプセンター」で「ソフトウェア■アップデート」を検索してください。 

• Mac 0 S X に関する最新情報は、 www . apple . com / jp / macosx を参照してくださし、。 


第4章 問題とそのおミ央方法 


サービスとサポートについて 

MacBookP のには、ハード■ドライブとメモ i 儿乂外、ユーザ自身で交換などの作業を行える部品はあ 
りません。修理が必要な場合は、 Apple に問い合わせるか、 Apple 正規サービスプ□バイダに 
MacBook Pro を持ち込んでください。オンラインリソース、オンスクリーンヘルプ、「システム情報」、 
または 「Apple Hardware Test 」 から 、 MacBook Pro についてのより多くの情報を得ることができ 
ます。 


オンラインリソース 

オンラインのサービスおよびサポート情報につい口ま、 www . apple . com / jp / support を参照してく 
ださい。 AppleCare のサポート情報を巧索したり、ソフトウェア•アップデートを確認したり 、 Apple 
のディスカッションフォーラムで質問したりできまず。 www . apple . com / jp / support/macbookpro 
で、この製品についての最新情報を入手できまず。 

オンスクリーンヘルプ 

疑問に対ずる回答や、操作手順とトラブルへの対処方法に関する情報を、「ヘルプセンター」で探すこ 
とができます。「ヘルプ」>「ヘルプセンター」と選択しまず。 


システム情報 

お使いの MacBook Pro に関する情報を確認ずるときは、「システム情報」を使用します。「システム 
プ□ファイラ」では、取り付けられている八ードウェア、インス!ルされているソフトウェア、シリアル 
香号、オペレーティングシステムのパージョン、搭載されているメモリ容量など、さまざまな情報力谏 
示されます。「システム情報」を起動ずるには、 y ニューバーからアップル （#) y ニュー>「この 
Mac について」と選択し、「詳しい情報」をクリックしまず。 
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AppleCare のサービスとサポート 

お使いの MacBook Pro には、90日間の技術サポート、および Apple Retail Store {Apple Store 
直営風や Apple 正規修理センター (Apple 正規サービスプ□バイダなど）での1年間のハードウェ 
ア修理保証が付属しています。 AppleCare Protection Plan を購入すると、保証期間を延長できます。 
詳しくは、 www . apple . com / jp / support/products を参照ずるか、ぶの表にあるお住まいの国の 
Web サイトを参照してください。 

支援が必要な塌合は、アプリケーションのインストールと起動や基本的なトラブルシューティングについ 
て、 AppleCare 電話サポートスタッフがご案内しまず。近くのサポートセンターに電話してください（最 
初の90日間は無償)。電話をかける際に、購入日とお使いの MacBook Pro のシリアル香号を用意し 
てください。 

参ち； 9日日間の無償電話サポートは、製品のご購入日から開始されまず。電話料金がかかる場合が 
ありまず。 


1 国 

巧 話香号 

Web サ仆 1 

お国 

1-800-275-2273 

www.apple.com/support 

曰本 

0120 -277 日 3-5 

www.apple.com/jp/support 


電話番号は変更される塌合がありまず。国内および国外の通話料金が必要になる場合がありまず。詳 
しいリストについては、次の Web サイトを参照して < ださい： 


www . apple . com / jp / contact / phone _ contacts.html 
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製品のシリアル番号を確認ずる 

夕のいずれかの方法で、お使いのコンピュータのシリアル番号を確認できまず： 

• MacBook Pro を裏返しまず。ヒンジ付近の外装にシリアル香号がエッチング処理されていまず。 



アップル （■} メニュ ー> 「この Mac について」 と選がしまず 。 「Mac 0 S X 」 の文字の下にあるバー 
ジョン香号をクリックずると 、 Mac OSX のパージョン番号、ビルドバージョン、およびシリアル番号 
の順に表示が入れ替わりまず。 

「 Launchpad 」 の「ユーティリティ」フォルダにある「システム情報」を開きます。 
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重要な情報 


www.apple.com/jp/Gnvjronment 


ヘルプセンター も—卽迎 




ま全のため、および装置の保全のため 、 MacBook Pro を扱ったり清掃したりずるときは、が下のルー 
ルに従ってください。これらのルールに従うことは、より快適に作業ずることにもつながりまず。コン 
ピュータをお使いになる方が、いつでもこれらのま意事項を参照できるようにしておいてください。 


ま意： コンピュータを正しく保管または使用しない榻合は、製造元のイ呆証が受けられないことがあり 
まず。 


安全性に関ずる重要な情報 


警告： 政下のま全性に関する指示に従わないと、化災、感電、その他の損傷や損害を招くおそれが 
ありまず。 


内蔵バッテリーバッテリーは MacBook Pro から取りホさないでください。バッテリーは Apple 正規 
サービスプ□バイダでのみ交換できます 。 MacBook Pro を落とした場合、または壊れたり、巧が:)たり、 
変おしたり、損傷したりしていると思われる塌合は、使用を中止してください。温度が100° C (212° F ) 
を超える、放熱器や暖炉などの高温の熱源に近い場所に MacBook Pro をさらさないでください。 

正しい扱いかた MacBook Pro の底面は、通常の使いかたをしていてもかなり熱くなる可能性があり 
ます 。 MacBook Pro は、 IT 機器のま全性に関する国際標準 {International Standard for Safety 
of Information Technology Equipments lEC 加 950-1} に定められている、ユーザが牠れる可 
能性のある面の温度制限に準じていまず。 
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コンピュータをを全に操イ乍し、熱による負傷を防ぐたゆに、が下のガイドラインに従ってくださし、。 

• お使いの MacBook Pro は平らな安ました作業場巧に設置して、コンピュータの下部および周囲の 
空気が十分に循環できるようにしてください。 

• クッションや毛巧、その他の柔らかい素材の上で MacBook Pro を使用しないでください。そのよう 
な場所で使用ずると、素材によってを気が流れる出口が室がれてしましほず。 

• MacBook Pro を使巧ずるときは、絶対にキーボードの上にものを置かないでください。 

• 換気装置やずきまなどに、ものを差し込まないでください。 

• MacBook Pro をひざに載せていて異常に熱くなった塌合は、ひざから降ろして、平らな安定した作 
業塌所に設置してください。 

水や湿気のある場所 飲み物、 洗面台、ミ谷槽、シャワーなど、水のある塌巧には MacBook Pro を近 
づけないでください。雨、雪、霧などの天候の下や、湿度が極端に高い塌巧での MacBook Pro の 
使用を避けてください。 

MagSafe 電源アダプタ (60 W ) MacBook Pro に付属の電源アダプタ、またはこの製品と互換性の 
ある Apple 認定電源アダプタが外は使用しないでください。電源アダプタを電源コンセントに接続す 
る前に、電源プラグや電源コードがアダプタにしっかりと差し込まれていることを確認してください。 

電源アダプタは、通常の使用中でも熱くなることがありまず。 MagSafe 電源アダプタは、 IT 機器の巧 
全性に関ずる国際標準 （International Standard for Safety of Information Technology 
Equipments lEC 60950-1) に定められている、ユーザが如れる可能性のある面の温度制限に準じ 
ていまず。 
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電源アダプタの過熱や熱による負傷を防ぐために、巧のいずれかを行ってください。 
• 電源アダプタを電源コンセントに直接差し込んでくださし、。 



電源コードを使用ずる塌合は、電源アダプタを机、テーブル、または床の空気の流れの良い榻巧に 
置いてください。 
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次のようなときは、電源アダプタを抜き、ずべてのケーブルを取り外してください： 

• 乂モリを追加したいときやハードディスクドライブをアップグレードしたいとき。 

• 装置の外面を清掃したいとき （74 ぺージ で説明ずる方法ム乂みでは清掃しないでください}。 

• 電源コードやプラグがずり切れているときや壊れているとき。 

• MacBook Pro や電源アダプタカ嘯や過度の湿気にさらされたとき、または液化カホ体に流れ込ん 
だとき。 

• MacBookPro や電源を落としたとき、装置の外面が壊れたとき、または保守サービスや倦理が必 
要だと思われるとき。 

MagSafe 電源ポートには磁石が含まれており、磁石によってクレジットカード、 iPod 、 およびその他 
のデバイス上のデータがミ肖去されるおそれがあります。データを保護するために、磁気に影響を受ける 
これらの物や装置などを、このポートの25 mm (1 インチ） L 乂内には近づけないでください。 

MagSafe 電源ポートに破片などが入っている場合は、破片を綿棒で慎重に取り除いてください。 

MagSafe 電源の化様： 

• 周波数： 50〜60 Hz 、 単ホ目 
• 入力電圧：100〜240 V 
• 化力電圧： 16.5 V DC 、3.65 A 

聴覚の障害イヤフォンやヘッドフォンを大きな音で使用すると、聴覚に障害が生じる場合があります。 
大音量で聞いていると耳力順れて普通に聞こえるようになりますが、聴覚を損なうを険があります。耳 
鳴りがしたり声がこもって聴こえたりずる塌创ま、使用を中止し、聴覚の検查を受けてください。音量 
が大きいほど、聴覚への影響が早く現れまず。専門家は、聴覚を保護ずるために巧のことを推奨して 
いまず： 

• イヤフォンやヘッドフォンを大音量で使用ずる時間を制限します。 

• 周囲の騒音を遮断するために音量を上げるのは避けまず。 
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• 近くの人の話し声が聞こえない場合は音量を下げまず。 


危巧性の高い行為このコンピュータは、原子力施設•飛行機の航行や通信システム•航空管制システ 
ムなど、コンピュータの障害が生命のを険や身かの障害、あるいは重大な環境破壊につながるような 
システムにおける使用を目的とはしていません。 

光学式ディスクドライブのレーザーに関ずる情報 


警告： お求めの装置に付属ずる説明書に指定された方まが外による調整あるいは操作は、を険な被 
曝を引き起こず可能性がありまず。 


お使いのコンピュータの光学式ディスクドライブで使用されているレーザーは、通常の使用においては 
ま全ですが、ドライブを分おすると目に損傷を与えるおそれがありまず。ま全のために、この装置の修 
理-点撒よ Apple 正規サービスプ□バイダにのみ巧頼してください。 
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取り扱いに関する重要な情報 


ま意： ムソ下の取り扱いに関する指示に従わないと、 MacBookPro またはその他の巧ち物の破損を 
招くおそれがありまず。 


動作環境お下の範囲を超える環境で MacBook Pro を使巧すると、バフォーマンスに彰響ずることが 
ありまず： 

• 動作時温度：10°〜35° C {50° 〜95° F ) 

• 保管時温度： -20° 〜45° C (-4° 〜113° F ) 

• 相対湿度： 5%〜90% (結露しないこと） 

• 動作高度： 〇〜3048イートルの〜10,000フィート） 

MacBook Pro の電源を入れる内部や外部の部品をずべて所定の位置に取りがけるまでは、絶対に 
MacBook Pro の電源を入れないでください。一部の部品力巧れ)外されているときにコンピュータを動 
巧させると大変を険です。コンピュータカ觸れる可能性もあります。 

MacBook Pro を持ち運ぶ MacBook Pro をバッグやブリーフケースに入れて持ち運ぶときには、ル 
物（クリップやコインなど）を一緒に入れないようにしてください。通気孔や光学式ドライブのス□ット 
のずきまからコンピュータ内部に入ってしまったり、ポート内部でひっかかってしまうおそれがありまず。 
また、磁気に彰響を受けるものは MagSafe 電源ポートに近づけないでください。 

コネクタとポートを使用ずるコネクタを無理にポートに押し込まないでください。装置を接続ずるとき 
は、ポートに破片やゴミが入っていないこと、コネクタとポートが合っていること、およびコネクタとポー 
卜の向きや位置が正ししにとを確認してください。 

光学式ドライブを使用ずるお使いの MacBook P のの SuperDrive は、標準の12 cm (4.7 インチ} 
ディスクに対応しています。定お外のディスクまたは12 cm (4.7 インチ}より小さいディスクには対応 
していません。ドライブ内でつかえてしまラことがあります。 


第5章 重要な情巧 



ガラス部品の巧り扱いお使いの MacBook pro には、ディスプレイやトラックパッドなど、ガラス製の 
部品力增まれていまず。これらの部品力龍傷した場合は 、 MacBook Pro の使用を中止し、 Apple 正 
規サービスプ□バイダに修理を依頼してください。 

MacBook Pro をな管ずる長期間 MacBook Pro を保管ずるときは、涼しい塌巧（できれば22°〔 
または71° F ) に保管し、バッテリーの残量を50パーセント程度まで減らしまず 。 MacBook Pro を 
5力巧が上保营ずるときは、バッテリーの巧量をおよそ50パーセントまで減らしまず。バッテリーの容 
量を維持ずるたゆに、約6力月ごとにバッテリーを50バーセントまで再充電してください。 

MacBook Pro を清掃ずる MacBook Pro やその部品のみ面を清掃するときは、最初に MacBook 
Pro をシステム終了し、電源アダプタを抜いてください。それから、柔らかくけば立たない布に少量の 
水を付けてコンピュータのみ面を清掃しまず。清掃の際には装置に水などが入り込まないようにま意し 
てください。コンピュータに液化を直接吹きかけないでください。外面が傷む可能性があるため、スプ 
レー式の液休クリーナー、溶剤、研磨剤などは使わないでください。 

MacBook Pro の画面を清掃ずる MacBook Pro の画面を清掃ずるときは、最初に MacBook Pro 
をシステム終了し、電源アダプタを抜いてください。それから、付属のクリーニングク□スを水で軽く湿 
らせてから画面を清掃しまず。画面に液体を直接吹きかけないでください。 
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人間工学について 

ここでは、健康的な環境で作業を行うためのヒントを示します。 


キーボードとトラックパッド 

キーボードやトラックパッドを使うときは、肩に力を入れずぎないようにしてください。上腕と前腕の角 
度は、直角よりも少し大きくなるようにしまず。また、手首と手のひらは、ほぼ一直線になるようにして 
ください。 
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入力ずるときや、トラックパッドを使うときは、力を入れずぎないようにしましょう。手や指をリラックス 
させてください。親指を手のひらの下に入れないようにミ主意してください。 




頻繁に手の位置を変えると、疲労を防止できます。イ木みなしで集中して作業すると、手や手首、腕など 
の不快感が増す可能性がありまず。手や手首、腕などの痛みや不快感が慢性的になってきたら、専門 
医に相談しましよ弓。 

外かけマウス 

外かけマウスを使うときは、マウスをキーボードと同じ高さに置いてください。また、マウスはずぐに 
手が届く塌巧に置いてください。 

イス 

イスは、調節機構付きで、快適で安定感のあるものが理想的です。イスの高さは、座ったときに太もも 
がほぼ水平になるように調節しましよう。このとき、足の裏を体がホに着くようにしてください。イスは、 
背もたれ力順の部分を支えるように調節しましよう。使っているイスの説明書などを参照して、背もた 
れを自分の身体に合わせて調節してください。 
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キーボードを操作ずるときにひじを直角に保つために、イスの高さの調節が必要になることがあります。 
イスを高くしたことで、足の裏全体が床に着かなくなったときは、足は台のようなものに載せてもかま 
いません。机の高さを調節できる塌合は、足を台に載せる代わりに、机を低くしてもかまいません。ま 
た、机よりもややおい位置にキーボード専用の台が付いている机を利用ずる方法もあります。 

巧蔵ディスプレイ 

環境に合わせてディスプレイの角度を調節してください。抵抗がある場合は、無理にディスプレイを動 
かさないでください。ディスプレイは、130度な上は開かないようになっていまず。 

コンピュータをある塌所からほかの塌所へ動かすと、照明のが態が変わることがありまず。そのような 
塌合は、画面の輝度を調節ずることができます。 

人間工学について詳しくは、こ欠の Web サイトを参照してください： 


www.apple.com/about/eraonomics 


環境向上への取り組み 

Apple Inc. では、事業活動および製品力く環境に与える彰響をできる限りルさくするよう取り組んでいま 
ず。 

詳しくは、巧の Web サイトを参照してください： 
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法規制の順守に関ずる情報 

FCC Compliance Statement 

This device complies with part 巧 of the FCC rules. Operation 
is subject to the following two conditions: (1)This device may 
not cause harmful interference, and (2) this device must accept 
any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. See instructions if interference to radio or 
television reception is suspected. 

L'utilisation de ce dispositir est autoris 台 e seulement aux 
conditions suivantes:(1)il ne doit pas produire de brouillage et (2) 
I'utilisateur du dispositif doit etre pr さ t さ accepter tout brouillage 
radioelectrique re;u, m さ me si ce brouillage est susceptible de 
compromettre le fonctionnement du dispositif. 

Radio and Television Interference 

This computer equipment generates, uses, and can 口边 ate 问 dio- 
frequency energy. If it is not installed and used properly—that 
is, in strict accordance with Apple's instructions—it may cause 
interference with radio and television reception. 

This equipment has been tested and found to comply with 
the limits for a Class B digital device in accordance with the 
specifications in Part 15 of FCC rules.These specifications 
are designed to provide reasonable protection against such 
interference in a residential installation. However, there is 
no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

You can determine whether your computer system is causing 
interference by turning it off If the interference stops, it was 
probably caused by the computer or one of the peripheral devices. 

If your computer system does cause interference to radio or 
television reception, try to correct the interference by using one or 
more of the following measures: 

• Turn the television or radio antenna until the interference stops. 

• Move the computer to one side or the other of the television 
or radio. 

• Move the computer farther away from the television or radio. 

• Plug the computer into an outlet that is on a different circuit 
from the television or radio. (That is, make certain the computer 
and the television or radio are on circuits controlled by 油 fferent 
circuit breakers or fuses.) 
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If necessary, consult an Apple Authorized Service Provider or 
Apple. See the service and support information that came with 
your Apple product. Or consult an experienced radio/television 
technician for additional suggestions. 

Important: Changes or modifications to this product not 
authorized by Apple Inc. could void the EMC compliance and 
negate your authority to operate the product. 

This product has demonstrated EMC compliance under conditions 
that included the use of compliant peripheral devices and shielded 
cables (including Ethernet network cables) between system 
components. It is important that you use compliant peripheral 
devices and shielded cables between system components to 
reduce the possibility of causing interference to radios, television 
sets, and other electronic devices. 

Responsible party (contact for FCC matters only): 

Apple Inc. Corporate Compliance 
1 Infinite Loop, MS 26-A 
Cupertino, CA 95014 

Wireless Radio Use 

This device is restri 口 ed to indoor use when operating in the 5.15 to 
5.25 GHz frequency band. 

Cet appareil doit etre utilise a I'inteneur. 

このお品は、固泣な帯域 S.18 - S.32 GHz で動巧しているときは、 

屋内においてのみ使巧巧能です。 

Exposure to Radio Frequency Enemy 

The radiated output power of the Wi-Fi technoloav is below the 
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless, it is advised to 
use the wireless equipment in such a manner that the potential for 
human contact during normal operation is minimized. 


FCC Bluetooth Wireless Compliance 

The antenna used with this transmitter must not be colocated or 
operated in conjunction with any other antenna or transmitter 
subject to the conditions of the FCC Grant. 

Canadian Compliance Statement 

This device complies with Industry Canada license-exempt RSS 
standard(s). Operation is subject to the following two conditions: 
(1)this device may not cause interference, and (2) this device must 
accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of the device. 

Cet appareil est conforme aux normes CNR exemptes de licence 
d'Industrie Canada. Le font 甘 onnement est soumis aux deux 
conditions suivantes :(1) cet appareil ne do け pas provoquer 
dinterferences et (2) cet appareil doit accepter toute interference, 
y compris celles susceptibles de provoquer un fonctionnement 
non souhaite de I'appareil. 

Bluetooth Industry Canada Statement 

This Class B device meets all requirements of the Canadian 

interference-causing equipment regulations. 

Cet appareil numerique de la Class B respecte toutes les exigences 
du Reglement sur le materiel brouilleur du Canada. 

Industry Canada Statement 

Complies with the Canadian に ES-003 Class B specifications. 

Cet appareil numerique de la classe B est conforme a la norme 
NMB-003 du Canada. This device complies with RSS 210 of Industry 
Canada. 

Bluetooth Europe—EL) Declaration of Conformity 

This wireless device complies with the R&TTE Dire 口 ive. 

Europe—EU Declaration of Conformity 

a ① 

&bJirapcKM Apple Inc. fleiuiapi/ipa, MCTOBa MacBook Pro e 
B CbOTBeTCTBlie CbC CblH^ 口 BCHHTe M3MCKB3HMH M flpyrMTe 
npn/KWKMMM npaBM/ia Ha flMpcKTHBa 1999/5/EC. 


Cesky Spolecnost Apple Inc. timto prohlasuje, ze tento 
MacBook Pro je ve shod を se zakladnimi pozadavky a daisfmi 
pflslusnymi ustanovenimi smernice 1999/5/ES. 

Dansk Undertegnede Apple Inc. erklaerer herved, atfalgende 
udstyr MacBook Pro overholder de vaesentlige krav og evrige 
relevante krav i direktiv 1999 巧 / EF. 

Deutsch Hiermit erklart Apple Inc, dass sich das MacBook Pro 
in Ubereinstimmung mit den grundlegenden Anforderungen 
und den ubrigen einschlagigen Bestimmungen der Richtlinie 
1999/5/EG befinden. 

Eesti Kaesolevaga kinnitab Apple Inc., et see MacBook Pro 
vastab direktiivi 1999/5/EU pohinouetele ja nimetatud direktiivist 
tulenevatele teistele asjakohastele satetele. 

English Hereby, Apple Inc. declares that this MacBook Pro is in 
compliance with the essential requirements and other relevant 
provisions of Directive 1999/5/EC. 

Espanol Por medio de la presente Apple Inc. declara que este 
MacBook Pro cumple con los requisites esenciales y cualesquiera 
otras disposidones aplicables o exigibles de la Directiva 
1999/5/CE. 

EXXqviKQ Me Tqv napou 日 a, q Apple Inc. 6 が山 v£i oti 〇リけ 
q 口 uoK£u り MacBook Pro ouynop 中。 v 打 ai npoc; tk; paoiK む 
anaiTHOEic; kqi tii; Aoihei; oxetik を （ ろ laTafEK ； tt^c; OSnyiac ； 
1999/5/EK. 

Fran^ais Par la presente Apple Inc. declare que I'appareil 
MacBook Pro est conforme aux exigences essentielles et aux 
autres dispositions pertinentes de la directive 1999/5/CE. 

Islenska Apple Inc. lysir fjvi herme5yfiraS り etta taeki 
MacBook Pro fullnaegir lagmarkskrofum og 63rum videigandi 
akvaeSum Evroputilskipunar 1999/5/EC. 

Italiano Con la presente Apple Inc. dichiara che quest 。 
dispositive MacBook Pro を conforme ai requisiti essenziali ed alle 
altre disposizioni pertinenti stabilite dalla direttiva 1999/5/ な . 
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Latviski Arso Apple Inc. deklare, ka MacBook Pro ierice atbilst 
Direktivas 1999/5/EK butiskajam prasib う m un citiem arto 
saistitajiem noteikumiem. 

Lietuviy §iuo„Apple Inc." deklaruoja, kad sis MacBook Pro 
atitinka esminius reikalavimus irkitas 1999/5/EB Direktyvos 
nuostatas. 

Magyar Alulirott, Apple Inc. nyilatkozom, hogya MacBook Pro 
megfelel a vonatkozo alapveto kovetelmenyeknek es az 
1999/5/EC iranyelv egyeb eloirasainak. 

Malti Hawnhekk, Apple Inc, jiddikjara li dan MacBook Pro 
jikkonforma mal-Fitiguiet essenzjali u ma provvedimenti ohrajn 
relevanti li hemm fid-Dirrettiva 1999/5/EC. 

Nederlands Hier 叫 verklaart Apple Inc. dat het toestel 
MacBook Pro in overeenstemming is met de essentiele eisen 
en deandere bepalingen van richtlijn 1999/5/EG. 

Norsk Apple Inc erklaerer herved at dette MacBook Pro 
-apparatet er i samsvar med de grunnieggende kravene og 
Bvrige relevante krav i EU-direktivet 1999/5/EF. 

Polski Niniejszym Apple Inc. oswiadcza, zeten MacBook Pro sq 
zgodnezzasa 口 mczymi wymogami oraz pozosta か mi stosownymi 
postanowieniami Dyrektywy 1999/5/EC. 

Portugues Apple Inc. declara que este dispositive 
MacBook Pro est ろ em conformidade com os requisites 
essenciais e outras disposi か es da Directiva 1999/5/CE. 

Rom さ na Prin prezenta, Apple Inc. declara ca acest aparat 
MacBook Pro este in conformitate cu cerintele esentiale ji cu 
celelalte prevederi relevante ale Directive! 1999/5/a. 

Slovensko Apple Inc. izjavUa, dajeta MacBook Proskladnez 
bistvenimi zahtevami in ostalimi ustreznimi dolocili direktive 
1999/5/ES. 

Slovensky Apple Inc tymto vyhiasuje, ze toto MacBook Pro spina 
zakladne po 乏 iadavky a vsetky prislusne ustanovenia Smernice 
1999/5/ES. 
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Suomi Apple Inc. vakuuttaa taten, etta tama MacBook Pro 
tyyppinen laite on direktiivin 1999/5/EY oleellisten vaatimusten ja 
s け a koskevien direktiivin muiden ehtojen mukainen. 

Svenska Harmed intygar Apple Inc. att denna MacBook Pro star i 
overensstammelse med de vasentliga egenskapskrav och ovriga 
relevanta bestammelser som framgar av direktiv 1999/5/EG. 

A copy of the ED Declaration of Conformity is available at: 

www.apple.com/euro/compliance 

This equipment can be used in the following countries: 



Korea Warning Statements 

q 訝曰 43 召おを牛 

を是哥立ぺ圳〇^吾立。入卜を 

SK きを d 皂 H! ち吾きき召巧き d フち这〇|リ客， 

〇|フ I フ I ち包き巧召!!！ A 岂召 <MH| と刘さ宮中巧合 U|Ch. 
B 己フ I フ I ロト召さをを是 d フ I 巧別） 

〇 1 フに I ちフト召客旧己)召巧巧 q をフ I フ I さ Ai をま 
フト召训ぺ客司 ^ 3 鲁ち马〇ち巧田をス I 
马训ぺ 4 客营羊なさし | A 

Singapore Wireless し ertincation 


Comolies with 




















Taiwan Wireless Statements 


無综誤が的 S 吿ま巧 

經型式强證合巧之あ巧率が巧電巧’がお許可-公司¬ 
な號な使用を巧で得活自愛更巧率- 加大功率お夏更原 
設計之待‘性及巧お。 ffi 巧率おお軍核之巧用で得影普巧 
航安を及干适な巧を信；經發現ち干虽現象時-巧な即 
宵巧 ■ ホ改5至お干运時ち得涅續使用。前巧合ま殖信 
巧巧電信法規を作業之お综電通信。化の车お巧電棟須 
忍受合法通信或工業-巧覃及留療巧覃ぷ菌お巧ち機設 
お之干垣。 


が有這頻率: 


於 5.25 日 Hz を 5.35GHz 區域內操作之 
巧綜誤巧的香吿 S 巧 

工作巧率 5.250 - 5.350 GHz 弦お段旧が室巧を巧。 

普ち 


本電地如果更おす正確會ち爆炸的危險 


請依製造商說巧書處埋巧過之電池 


Taiwan し lass B Statement 

曰が SB 設巧的宙吿聲明 

NIL 


Japan VCCI Class B Statement 

情報処理装置等電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議 
会 (VCCI) の基準に基ブくクラス B 情報技術装置で 
す，この装置は家庭環境で使巧されることを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起こ 
すことがありまず。 

取扱說巧書に従って正しい取扱をしてください。 

© 

ME67 


外部 USB モデムに聞ずる情巧 

ホ部 USB モデムを活用して MacBook Pro を電話回練に接続ず 
る場合は、モデムに忖属の書類に記巧されている通信当局の情 
巧を參照してください。 


ENERGY STAR’ Compliance 



As an ENERGY STAR^ partner, Apple has determined that standard 
configurations of this product meet the ENERGY STAR" guidelines 
for energy efficiency.The ENERGY STAR' program is a partnership 
with electronic equipment manufacturers to promote energy- 
efficient products. Reducing energy consumption of products 
saves money and helps conserve valuable resources. 

This computer is shipped with power management enabled with 
the computer set to sleep after 10 minutes of user inactivity. To 
wake your computer, click the mouse or trackpad or press any key 
on the keyboard. 

For more information about ENERGY STAR。, visit: 
www.energystar.gov 

廃棄とリサイクルに関ずる情報 

夏 

この記号は、お使いの製品をお住まいの巧域のを伊 j や規制に巧つ 
て適正に廃棄する必きがあることを示しまず。お使いの製品の寿 
命が切れたときは、 Apple またはお住まいの做まの自治体に問 
い合わせて、リサイクルの方まを巧認してください。 

Apple のリサイクルプ □ グラムについては、ホの Web サイトを 
参おしてください； 

www.apple.com/jp/environment/recycling 
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European Union—Disposal Information 

X 

The symbol above means that according to local laws and 
regulations your product should be disposed of separately from 
household waste. When this product reaches its end of life, take 
it to a collection point designated by local authorities. Some 
collection points accept products for free.The separate collection 
and recycling of your product at the time of disposal will help 
conserve natural resources and ensure that it is recycled in a 
manner that protects human health and the environment. 

Tijrkiye 

EEE yonetmeligine (Elektrikli ve Elektronik Ejyalarda Bazi Zararli 
Maddelerin Kullaniminin Sinirlandirilmasina DairYonetmelik) 
uygundur. 

Brasil : informa が es sobre descarte e reciclagem 

X 

0 simbolo acima indica que este produto e/ou sua bateria 
nao devem ser descartadas no lixo domestico. Quando decidir 
descartar este produto e/ou sua bateria, fa; 卜 o de acordo com 
as leis e diretrizes ambientais locals. Para informa;6es sobre o 
programa de reciclagem da Apple, pontos de coleta e telefone de 
inf 日 rma^oes, visite www.apple.com/br/environment. 

バッテリーの廃案に関ずる情巧 

バッテリーを廃轰する際は、お住まいの巧域のを令および廃妻ち 
準にがってください。 

Deutschland: Dieses berat enthalt Batterien. Bitte nicht in den 
Hausmull werfen. Entsorgen Sie dieses Gerat am Ende seines 
Lebenszykius entsprechend der maRgeblichen qesetzlichen 
Regelungen. 

Nederlands: Gebruikte batterijen kunnen worden inqeleverd Wj de 
chemokar of in een speciale batterijcontainer voor klein chemisch 
afval (kca) worden gedeponeerd. 

台登 

囲 

谋呈ホ請回化 
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China Battery Statement 

普を：不要剌破或採招。该电池不含水坡。 


Taiwan Battery Statement 

暫告：請勿載刺或梵燒。化電池不含ま。 

中国 


有韋或 
有ま物质 



零部件 



ち巧な 

显ホ屏 

电化巧 

机件 

ちお 
ち配器 

お ( Pb ) 

X 

X 

X 

X 

X 

亲 （ Hg ) 

0 

0 

0 

0 

0 

橘 ( Cd ) 

0 

0 

0 

0 

0 

A 化を 
(む VII 

0 

0 

0 

0 

0 

を窝な莖 
( PBB ) 

0 

0 

0 

0 

0 

ぎ窝二苯强 
( PBDE ) 

0 

0 

0 

0 

0 


0：表示ほ有韋有害物あをほ部件所有均あ材料中的を量巧を 
SJ/T 11363-2006 规を的恨量要ホな下。 

X :表示该ち看有害物お至か在ほ部件的某一巧质が料中的を 
量超化 SJ/T 11363-2006 规定的限量要あ 

根据中国电子行业标 ; 隹 SJni1364-2006 和巧关的中国 
政府ま规.本产品及其某些内部或外部巧件上可能带 
有巧保使用期限标识。取みモ泪件和巧件制造商.产 
品及其巧件上的使用期限标巧可能有巧不同。巧件上 
的使用期限标巧化先于产品上任何ち之相冲突的或ホ 
同的巧な使用期恨标巧。 

感 
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